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令和２(２０２０)年農林業センサス（単位：戸） 

総農 

家数 
４０４ 

内販売農家数 ２２６ 
主業 準主業 副業的 

３３ ３２ １６０ 

内自給的農家 １７８  

こんな農地はありませんか？ 

・昔から手続きをせずに農地を貸して(借りて)いる。 

・手続きをしてあるのかどうか不明のまま農地を貸して(借りて)いる。 

・親戚・知人に信頼だけで貸して(借りて)いるので、手続きをしていない。 

・手続きが面倒なのでヤミで貸して(借りて)いる。 

・法律の要件に該当しないので、ヤミで貸して(借りて)いる。 

 

 

申 請 
農業委員会 

審査・決定 
許 可 

お互いの書面による手続き 
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発行/四街道市農業委員会 ☎/４２１－６１５５

編集/農業委員会だより編集委員会 

 

 

耕作放棄地を解消するた

めに活躍したトラクター

（2 ページ記事あり） 

 

 



 

「山梨地区のイノシシ対策」       農業委員(担当地区：山梨) 橋本  豊 

 

近年、当市では農地の耕作放棄地の増加によりイノシシの目撃情報が多数寄せられてお

ります。 

当地区では、隣接する集落にイノシシの棲家があるとの情報があり、 

なんとかしなければいけないとの思いから「農業委員・推進委員、山梨 

環境を考える会、農家組合長、鹿島川土地改良区」の各々の役員等が中 

心となり、対策に乗り出すことにしました。 

対策に当たっては、農業委員会視察研修での他市のイノシシ被害の実態と対策等を参考

にし、イノシシは生息場所として耕作放棄地が恰好の場であることから、これを減らす又

は新たに発生させない活動こそが重要であり、地域が一致団結して果敢に行動を起こさな

ければ対処が難しいと判断し対策と対応を考えました。 

「山梨にイノシシは入れない」という地域の思いから、将来イノシシの棲家になると考

えられる鹿島川・小名木川が合流する三角地帯で、すでに耕作放棄地となっている約 

3ha の水田を対象に、県の「イノシシ棲家撲滅特別対策事業」を活用し刈り払い作業を行

うこととしました。現地作業はトラクターのキャビンをはるかに超えるほどに育った葦や

雑木と生い茂った薔薇の木々に行く手を阻まれ作業は 

難航しましたが、雑木処理のチェンソー班・刈払・搬 

出のユンボ班といった各チームが上手くかみ合い、目 

標とした 1 日 0.5ha を無事にこなすことができました。 

「山梨にイノシシの棲家はいらない」を合言葉に行っ 

た 7 日間の作業は、皆の協力により見違えるほどきれい 

な農地に戻りました。今後は、この空き農地の活用方法 

を模索提案して本来の農地に取り戻したいと思います。 

 

 

 

 
令和２年 1 月から 12 月までに、本市において締結（公告）された

賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、次のとおりとなりま

したのでお知らせします。 

 

   ※ 賃借料を物納(米)で設定されている場合
は、60 ㎏当たり、13,000 円に換算して
いる。 

※ 金額は、算出結果を四捨五入し、100 円
単位としている。 

※ 平均額は、データ数により加重平均した
値である。 

※ データ数は、集計に用いた締結数である。 
 

四街道市農地の賃貸借情報について 

区   分 
平均額 

(円) 

最高額 

(円) 

最低額 

(円) 

データ数 

田 

(水稲) 
10,700 16,000 2,300 33 件 

畑 

(普通畑) 
10,900 20,500 3,600 10 件 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

私は、20 年ほど飲食業を営んでおりましたが、令和元年の大型台風

被害を受け、経営していた飲食店が半壊し、店と住居同時に失いまし

た。その直後、不運は続き、以前から弁当取引をしていた成田空港売店  

(4 店舗)もコロナの影響により取引を停止することになり、すべてが絶た

れてしまいました。 

そんな苦しい中、常連さんに励まされ、以前から興味のあった菊芋の

有機栽培にチャレンジすることを決心しました。なぜ菊芋か!と思う方もい

ると思いますが、実は私の父と弟が糖尿病で長年患っており、食を通じ 

て病状改善ができないか調べたところ、糖尿病に効果がある菊芋のことを知りました。なんと菊

芋は多様な効果があり、健康な身体づくりに最適な作物だと言われています。 

スーパーフードと称される菊芋を多くの方に食べてもらいたいと 

令和 2 年 8 月に四街道市で起業いたしました。 

千葉県四街道市の特産品になればいいなと考えております。 

菊芋を知りたい方、賛同していただける方、ぜひご一報いただ 

ければ幸いです。 

連絡先：０４３－４２２－５６６３ （浅野） 

 

『6 次産業への挑戦』 

 

農業者年金で 

老後の生活を 

安心サポート! 

 

 

 

 

 

 

≪特徴≫ 

・少子高齢時代に強い年金(積立年金・確定拠出型) 

・終身年金(80歳前に亡くなられた場合は死亡一時金が家族へ) 

・税制上のメリット(全額が社会保険料控除の対象) 有 

● 農業者年金のお問い合わせは、 

農業委員会事務局(☎421-6155) 

JA 千葉みらい四街道市支店 (☎422-2200) 

 

新規就農した 

浅野 洋子さん 

 

 

① ２０才以上６０歳未満 

② 国民年金の第 1 号被保険者（保険料免除者を

除く） 

③ 年間６０日以上農業に従事 

令和３年度標準農作業料金

表 

 
 

加入の要件 

契約条件 金額（円）

水田作業 １日当り 9,900

畑作業 １日当り 8,200

耕起
（トラクター）

10ａ当り 6,100

代かき
（トラクター）

10ａ当り 6,300

畦ぬり
（トラクター）

１ｍ当り 40

植付（田植機）
10ａ当り

（苗代除く） 7,200

刈取脱穀
（コンバイン）

10ａ当り 18,000

乾燥調整 60kg当り 2,800

育苗

１箱当り

（土・種代
　含む）

800

畑作業

（トラクター）
10ａ当り 5,500

作業種目

手
作

業

機

械
作

業

 



 
 

 

 

 ～人・農地プランとは～ 

  農業従事者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加 

などで将来の展望が描けない集落・地域が増えています。 

それらの地域が抱える人と農地の問題を解決するために、 

将来の地域農業のあり方についてまとめたものが「人・ 

農地プラン」です。策定した「人・農地プラン」は、定 

期的（年 1 回程度）に見直しを行うほか、地域の実情や 

変化に応じて随時更新することができます。 

 ～四街道市の人・農地プランの状況～         

  平成 31 年度から人・農地プランをより実効性のあるものに見直し、担い手への農地の利用集積・

集約化を加速していくため、「人・農地プランの実質化」に向け、取り組んでいます。 

令和２年度に山梨地区が実施しました。令和３年度には物井地区、鹿放ケ丘地区で人・農地プラ

ンの実質化に向けての計画を進めていく予定です。 

 

  

１． アンケートの実施（回答者の耕作面積が地域の耕作面積の過半数を超えること） 

２． 現状把握（アンケートに基づき、農業者の年齢階層と後継者の有無などを地図化する） 

３. 農地の将来方針の作成（５年から１０年後に農地利用を担う中心経営体に関する方針を定 

めること）となっております。 

 

[お問い合わせ] 産業振興課農政係      

℡ 043-421-6133 

 

 

       

 

 

                                           

 

                                           

 

                                           

 

編編  集集  後後  記記  

昨年来、新型コロナウイルスの蔓延により、いつもと違う日々が

続いています。農家の方にお話を聞かせていただく機会がありまし

たが、直売所を経営されている方などは感染防止対策として飛沫防

止シートやアルコール消毒液の設置、更に販売員にはフェイスシー

ルドを着用しての販売を行うなど大変な苦労をしているとのことで

した。私たちの日常生活に置き換えてみても、自粛生活が続き外食

であったり、旅行であったり皆さん少なからず我慢していることが

あると思います。我慢が続くと心や体調を崩しがちですが、そんな

時、私は新緑を愛でながらウォーキングをしています。爽やかな風

に吹かれながら自分のペースで 30分から 1時間ほどすると心も体も

リフレッシュ出来て明日からの元気を貰えるようです。 

コロナ禍の生活から解放され、皆様の毎日が一日も早くいままで

どおりに戻ることを願って編集後記とさせていただきます。 

（ＪＡ千葉みらい 四街道支店長 松吉 賢太郎）                                

四街道市における人・農地プラン 

農業の最新情報満載 

オールカラー化で見やすく、 

わかりやすい。 

・毎週金曜日発行 

・購読料 月額７００円 

（送料・税込） 

お申し込みは農業委員会事務局まで 

 

人・農地プランの実質化への条件 


